
苫小牧市監査委員告示第６号

令和３年度苫小牧市行政監査の結果に基づき講じた

措置の公表について

 令和３年度苫小牧市行政監査の結果に基づき講じた措置について、地方

自治法第１９９条第１４項の規定により、令和５年３月２９日付けで苫小

牧市長から別添のとおり通知があったので、同項及び苫小牧市監査委員条

例第６条の規定により公表する。

   令和５年４月４日

             苫小牧市監査委員  斉 藤 和 典

             苫小牧市監査委員 神 山 哲太郎
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回答様式 監査意見に基づき、又は参考として講じた措置 

監査のテーマ  補助金等の概算払について 

意見の概要 １ 概算払の見直しについて 

概算払を認めた理由については、概算払を決定する文書に「事前に補助

金交付がないと事業が成り立たないため」、「資金繰りが困難なため」の

ように簡単な内容を記載したものが多数見られた。所管課において概算払

が必要であることの審査を行ったとされる関係書類が残されていないもの

も多く、その決定に当たってどの程度の審査を行い、その必要性を判断し

たかを確認することができないものが多く見られた。 

補助金等に占める概算払の割合を見ると、特に運営・事業補助において

高く、約７割の補助金等で概算払が選択されている。これらの補助金等の

中には、長期間に渡り毎年度継続して交付されているものも多く含まれて

おり、審査が形式化している状況がうかがえるところである。 

また、その収入に占める補助金等の割合が 50 パーセントに満たないよ

うな補助事業者や補助金等の交付額を上回る繰越金を保有する補助事業者

に関しては、概算払が必要な事情が認められないような場合も想定される

ところである。 

他の地方公共団体においては、補助金等の交付申請時に概算払理由書と

その裏付けとなる資金計画書等の提出を求め、審査を行い、交付決定通知

書に交付予定時期を記載し、その時期に概算払の請求を行うこととしてい

る例も見受けられる。 

今回の監査結果からは、概算払の審査が形骸化していることが懸念され

るため、概算払の請求や審査について見直す必要があるのではないかと考

える。 

２ 統一した審査基準等の策定について 

補助金等の交付事務においては、補助金等の交付決定、概算払の決定、

補助事業の実績報告等多くの場面で申請等に対する審査が行われている

が、これらの審査は、補助金等の交付事務の公平性や透明性を確保する上

で重要な役割を果たすものである。 

交付要綱における審査に関する規定内容を確認したところ、補助金等の

交付申請に対して行うとしたものや補助事業者から提出される実績報告書

に対して行うとしたものは多くのものに見られたが、概算払に関してその

請求や精算に対して行うとしたものは一部に限られていた。また、いずれ

の場合にも、審査の具体的な方法についての規定は見られなかった。 

このほか、実績報告書に係る審査では、所管課で審査した担当者の記名

入りの実地検査報告書や補助事業完了検査調書等が一部に見られたが、事
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業完了報告の決裁文書に「審査の結果適正である」と記述があるのみで、

審査の内容を確認できないものも見受けられた。 

補助金等の交付に係る様々な審査は所管課において行うが、どのような

方法でどの程度まで審査すべきかについての統一的な指針がなく、それぞ

れの判断に任されているため、審査の精度が不均一なものとなっているの

ではないかと推察する。 

他の地方公共団体では、制度所管課（全庁的に共通するような事務に関

する制度を主として所管する部署をいう。）が補助金等に係る事務処理の

うち全庁的に共通する部分のマニュアルを定め、具体的な審査基準は所管

課が定めるような事例も見ることができ、このような取組を参考に、既に

述べた概算払の見直しを含め、各段階における審査に関する基準を策定し、

全庁的に均一な審査が行われることによって、補助金等の交付事務の公平

性や透明性の一層の向上に努めていただきたい。 

３ 事務の公平性・透明性の向上について 

補助金等は、市民の税金等を主な財源としているため、その交付額の多

少を問わず、交付事務の適正化が求められており、多様な観点からの点検

を行うことにより、補助金等の交付事務に求められる公平性や透明性の向

上に努められるよう求めるところである。 

担当部署 財政部財政課 

意見に対する

措置 

監査意見を踏まえ、補助金等の交付事務において、概算払を含めた統一

的な審査を実施し、事務の公平性及び透明性の向上を図るため、「補助金

等の交付事務マニュアル（交付事務のチェックシートの改定及び様式例を

含む。）」を作成した。（R5.2 実施済） 























◆ 交付要綱
１ 法令・規則の遵守
交付要綱の制定に当たって、以下に留意してください。

□ ① 地方自治法及び苫小牧市補助金等交付規則に従っているか。

□ ② 国や道の要綱や市の条例など、別に要綱に関連する定めがある場合は、それらに従っているか。

２ 補助根拠の明確化
交付要綱に以下について具体的に規定してください。

□ ③ 補助の目的、趣旨

□ ④ 補助対象事業

□ ⑤ 補助対象者

□ ⑥ 補助対象経費

□ ⑦ 補助金額の算定基準

３ 交付手続の内容
交付要綱に必要に応じて以下について規定してください。

□ ⑧ 交付申請

□ ⑨ 交付決定

□ ⑩ 交付決定後の変更交付申請

□ ⑪ 実績報告

□ ⑫ 額の確定

□ ⑬ 交付の方法 ※概算払を行う場合はその旨を規定すること。

□ ⑭ 交付の取消しと返還

□ ⑮ 財産の処分制限

□ ⑯ 消費税の仕入税額の控除 

□ ⑰ その他規定する必要な事項

補助金等交付事務チェックシート
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◆ 補助金等交付事務
１ 交付申請
 【審査】
□ ① 苫小牧市補助金等交付規則や交付要綱に規定された必要書類はそろっているか。

１.補助金等交付申請書

２.事業計画書及び収支予算書

３.その他市長が必要と認める書類

□ ② 記載漏れ、日付漏れはないか。（押印省略は交付要綱や様式の定めによる）

□ ③ 年度当初の交付申請の受付は、新年度が始まる４月１日以降に行っているか。

□ ④ 事業の目的及び内容が交付要綱と合致しているか。

□ ⑤ 事業の実施予定期間が適正であるか。

□ ⑥ 補助金等の申請額には交付要綱に定める補助対象経費以外の経費が含まれていないか。

□ ⑦ 記載内容や数字の算定に誤りがないか。

□ ⑧ 交付団体の決算状況や繰越金の有無等を確認し、補助の必要性を判断しているか。

□ ⑨
現場を確認する必要があるものや、添付資料の写真や図面だけでは判断できないものは必要に応じ
て現地調査を行っているか。

【交付決定通知】
□ ⑩ 補助金等の交付を認める場合、交付決定を行い通知しているか。

□ ⑪
交付決定後、事業の内容を変更する場合は、変更の交付申請を受けているか。また、当該申請を承
認する場合は、変更の交付決定を行い通知しているか。

２ 概算払を行う場合
 【審査】
□ ① 概算払申請書や資金収支計画書等の概算払が必要な理由、金額、交付時期、資金繰りを示す書類が

提出されているか。
※概算払申請書と資金収支計画書の様式例を作成しましたので、活用してください。

□ ② 概算払が必要な理由、金額が適正であるか。

・概算払がなければ事務の取扱いに支障を及ぼす明確な理由があるか。

・概算払の申請額が交付決定額を超えていないか。

・資金繰りに見合った金額を申請しているか。

□ ③
補助事業者の資金収支計画書から適切な交付時期を判断し、必要に応じて半期又は四半期毎など、
複数回の交付について検討しているか。

□ ④ 事業が既に完了していないか。

 【決定通知】

□ ⑤
概算払の必要性を認める場合、補助事業者に通知しているか。
※様式例を作成しましたので、活用してください。

補助金等交付事務チェックシート
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３ 実績報告
 【審査】
□ ① 苫小牧市補助金等交付規則や交付要綱に規定された必要書類はそろっているか。

1.実績報告書

2.事業実績書及び収支決算書

3.その他市長が必要と認める書類

□ ② 記載漏れ、日付漏れはないか。（押印省略は交付要綱や様式の定めによる。）

□ ③ 報告日は提出期限内であるか。
・遅くとも3月31日までとすること。ただし、3月31日までに補助対象事業の履行確認を行えば、こ
の限りではない。

□ ④ 交付申請の目的・内容どおりに事業が完了しているか。

□ ⑤
【事業内容に変更がある場合】
必要な手続が行われており、変更承認の内容のとおり事業が完了しているか。

□ ⑥ 記載内容や数字の算定に誤りがないか。

□ ⑦
領収書（写し）等が必要な場合、補助対象経費に関わる分がそろっているか、また、宛名や内容、
日付が適正か。

□ ⑧
現場を確認する必要があるものや、添付資料の写真や図面だけでは判断できないものは必要に応じ
て現地調査を行っているか。

 【確定通知】
□ ⑨ 交付額を確定し、通知しているか。

４ 補助金等の交付について
□ ① 額の確定手続が完了後、交付請求書の提出を受け、補助金等の交付を行っているか。

□ ②
【概算払の場合】
概算払額の精算を行い、概算払額と確定額との間に過不足がある場合は、補助金等の返還又は不足
分の支払をしているか。

□ ③
【概算払の場合】
返還がある場合は、直ちに返納通知書を補助事業者に送付しているか。

□ ④
【概算払の場合】
概算払額と確定額が同一である場合も、必ず精算処理を行っているか。
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〔様式例〕

（第３条関係） 

補助金等交付申請書 

   ××年××月××日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

 ××××年度補助事業として補助金等の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記 

１ 事業の名称   ××××××事業 

２ 事業の目的及び内容 

 ×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××× 

３ 補助金等交付申請額       ×××××円 

４ 補助事業に要する経費     ×××××円 

５ 申請額の積算基礎 

  ××××××××××××××××××××××××××××××××××××× 

６ 事業計画書及び収支予算書   別添のとおり 



〔様式例〕

（第６条関係) 

補助金等交付（変更）決定通知書 

苫小牧市指令第×××号 

××年××月××日 

       様 

苫小牧市長  印 

 ××××年××月××日付けで申請のあった補助金等の交付（変更）については、下記のとおり交

付することに決定したので通知します。 

記 

１ （変更後の）補助事業に要する経費及び補助金等交付決定額 

   補助事業に要する経費        ××××円 

   補助金等の交付決定額        ××××円 

２ 補助金等の交付条件 

(１) 苫小牧市補助金等交付規則（平成３０年４月１日規則第９号）に従わなければならない。 

(２) 補助事業等に要する経費の配分又は補助事業等の内容の変更をする場合においては、市長の

承認を受けなければならない。ただし、×××補助金等交付要綱で定める軽微な変更については

この限りでない。 

(３) 補助事業等を中止し、又は廃止する場合においては、市長の承認を受けなければならない。 

(４) 補助事業等が予定の期間内に完了しない場合又は補助事業等の遂行が困難となった場合にお

いては、速やかに市長に報告してその指示を受けなければならない。 

(５) その他×××補助金等交付要綱で定める条件に従わなければならない。 



〔様式例〕

（第 11 条関係） 

補助金等変更交付申請書 

   ××年××月××日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

 ××××年度補助事業として補助金等の変更を受けたいので、下記のとおり申請します。 

記 

１ 事業の名称   ××××××事業 

２ 変更の内容 

 ×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××× 

３ 変更後の補助金等交付申請額       ×××××円 

４ 変更後の補助事業に要する経費     ×××××円 

５ 変更後の申請額の算定基礎 

  ××××××××××××××××××××××××××××××××××××× 

６ 変更後の事業計画書及び収支予算書   別添のとおり 



〔様式例〕

（第 11 条関係） 

補助金等中止（廃止）申請書 

××年××月××日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

 ××年××月××日付け××第××号で補助金等の交付を決定された××××××事業について、

事業を中止（廃止・取下げ）したいので下記のとおり申請します。 

記 

１ 事業の名称   ××××××事業 

２ 中止（廃止）の理由 

 ×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××× 



〔様式例〕

（第 11 条関係） 

×××第×××号 

××年××月××日 

  ×××× 様 

苫小牧市長  印 

補助金等中止（廃止）承認通知書 

 ××××年××月××日付けで申請のあった補助金等の中止（廃止）については、下記のとおり承

認したので通知します。 

記 

１ 中止（廃止）をする事業の名称   ××××××事業 

２ 承認内容 

 申請理由のとおり 



〔様式例〕

（第 13 条関係） 

補助事業実績報告書 

××年××月××日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

××年××月××日付け××第××号で補助金等の交付を決定された××××××事業について

事業が完了しましたので、下記のとおり報告します。 

記 

１ 事業の名称   ××××××事業 

２ 補助事業実施期間   着手      ××年××月××日 

             完了      ××年××月××日 

３ 補助事業等の実績 

 （１）補助事業等の交付決定金額    ××××円 

 （２）補助事業等の既交付金額     ××××円 

 （３）補助事業等の精算金額      ××××円 

４ 補助事業等の効果 

  ×××××××××××× 

５ 事業実績書及び収支決算書   別添のとおり 



〔様式例〕

（第 14 条関係） 

補助金等確定通知書 

×××第×××号 

××年××月××日 

  ×××× 様 

苫小牧市長  印 

 ××××年××月××日付けで実績報告のあった補助事業等については、下記のとおり補助金の

額を確定したので、通知します。 

記 

１ 補助金等の交付決定額                 ××××××円 

２ 補助事業等の経費精算額                ××××××円 

３ 補助事業等の交付確定額                ××××××円 



〔様式例〕

（第 17 条関係） 

 年  月  日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）    

××××年度×××××××事業補助金等概算払申請書 

  ××年××月××日付け××第××号で補助金等の交付を決定された××××××事業について、

概算払を受けたいので申請をします。 

記

１ 補助金等交付決定額             金                 

２ 既に概算払を受けた額            金                 

３ 今回概算払申請額              金                

４ 概算払を受けたい時期                              

５ 申請の理由                                   

添付資料：×××××××事業資金収支計画書 



〔様式例〕

（第 17 条関係） 

 年  月  日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）    

××××年度×××××××事業補助金等概算払申請書 

  ××年××月××日付け××第××号で補助金等の交付を決定された××××××事業について、

概算払を受けたいので申請をします。 

記

１ 補助金等交付決定額             金                 

２ 補助金等の概算払を受けたい時期及び金額            

概算払を受けたい時期    月    月    月    月

概算払を受けたい金額    円    円    円    円

３ 申請の理由                                   

添付資料：×××××××事業資金収支計画書 

複数回対応様式



〔様式例〕

（第 17 条関係） 

【別紙】 

×××××××事業資金収支計画書 

                                                          （単位：円） 

月 

収入 支出 
月末資金残高 
②－③＋前月資

金残高 

概算払申請額

を除く月末資

金残高 
①－③＋前月資

金残高 

市補助金 

(概算払申請額)

市補助金 

以 外① 
合計② 

補助対象 

経 費 

補助対象 

外経費 
合計③ 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

2 月 

3 月 

合計 



〔様式例〕

（第 17 条関係) 

××××年度×××××××事業補助金等概算払決定通知書

苫小牧市指令第×××号 

××年××月××日 

       様 

苫小牧市長  印 

××年××月××日付けで提出のあった標記補助金等に係る概算払申請書に基づき、下記のとお

り概算払をすることとしますので、お知らせします。 

記

１ 概算払をする時期                            

２ 概算払をする金額            金               



〔様式例〕

（第 17 条関係） 

 年  月  日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）    印

※下線部項目すべてに記載がある場合は押印省略可 

××××年度×××××××事業補助金（概算払）請求書 

  ××年××月××日付け××第××号で補助金等の交付を決定された××××××事業について、

下記により金                円を（概算払により）請求します。 

記

１ 請求の内容 

事業費 補助額

既受領額 今回請求額 残額

備考
金額 金額 金額 

円 円 円 円 円

２ 事業完了（予定）日          年    月    日 

振込銀行 支店名 預金区分 口座番号 口座名義人

発行責任者及び担当者

 ・発行責任者         （連絡先            ）

 ・担当者           （連絡先            ）



〔様式例〕

（第 19 条関係） 

×××第×××号 

××年××月××日 

  ×××× 様 

苫小牧市長  印 

××年度×××××××補助金等返還命令書 

 ××××年××月××日付け×××第×××号で額を確定した標記補助金等については、苫小牧

市補助金等交付規則第１９条の規定により、下記のとおり返還を命ずる。 

記 

１ 返還金額    ××××円 

２ 返還期限    ××年××月××日まで 

３ 返還を命ずる理由 

  ×××××××××××× 

４ 返還方法 

  ×××××××××××× 



〔様式例〕

（第 19 条関係） 

消費税に係る控除対象仕入税額等報告書 

   年  月  日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

 ××年××月××日付け××第××号で補助金の交付を決定された××××××事業については、

補助金等に係る消費税仕入控除税額等が確定しましたので、下記のとおり報告します。 

記 

１ 補助事業等の交付決定金額      ××××××円 

２ 消費税及び地方消費税の申告により確定した消費税仕入控除税額等(補助金返還相当額) 

                    ××××××円 

(添付書類) 

１ 消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額の積算内訳 

２ 補助金等の交付決定を受けた年度の消費税の確定申告書及び付表２の写し等 



〔様式例〕

（第 23 条関係） 

 年  月  日 

苫小牧市長 様 

申請者 住所（所在地）          

氏名（名称及び代表者氏名）      

財産処分承認（申請・届出）書 

××年度×××××××補助金等により取得した財産の処分を行いたいので、関係書類を添えて

下記のとおり申請（届出）します。 

記 

１ 処分の内容（取得財産の目的外使用、譲渡、交換、貸与、担保、取り壊し又は廃棄の別） 

  ×××××××××××× 

２ 処分の理由 

  ×××××××××××× 

３ 取得財産の概要 

  ×××××××××××× 

４ 補助金等の交付済額 

  ×××××××円 

５ 処分の概要 

(1) 処分しようとする相手方（注） 

×××××××××××× 

(2) 処分しようとする財産の範囲（財産の範囲が確認できる図面等を添付すること。） 

×××××××××××× 

(3) 処分の期間（注） 

  ××年××月××日  

(4) 処分の条件（注） 

×××××××××××× 

（注）取り壊し又は廃棄の場合は記入を要しない。


